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学　位　論　文　題　名

Synthetic Studies on the BCD-Ring of Armatol F
（アルマトールＦのＢＣＤ環の合成研究）

アルマトール Fは紅藻Chondria armataから単離されたトリテルペンポリエーテルである。
構造の特徴として単独の 7員環エーテルと 6/7/7員環の 3環性縮環エーテル部を持つことが
あげられるが、全体の相対配置や絶対配置が不明なままの海産天然物である。申請者は 7/7
シス縮環構造を特徴とする BCD環部立体選択的構築を目指した研究を展開し、不斉転写型
アイルランド－クライゼン転位と閉環オレフィンメタセシスを用いて、BC環骨格の構築に
成功した。また、立体障害の大きな位置への臭素基の導入が大きな課題である D環部の増築
についても、リレー型閉環オレフィンメタセシスを用いるアプローチで解決できる可能性が

あることを示し、アルマトール Fの全合成並びに立体構造決定への道を開いた。本論文の内
容は、海産天然物全合成研究における大きな進展であると共に、有機合成化学分野の発展に

寄与するものである。よって著者は、北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格ある

ものと認める。


